
 

1 

第 11 回横須賀市立小中学校適正配置審議会 会議録 

 

１ 日 時 令和７年（2025 年）12 月２日（火）15：00～15：30 

 

２ 場 所 市役所３号館５階 正庁 

 

３ 出席委員 委員長  出石 稔 

委 員  市川 敦義 

委 員  上田 滋 

委 員  櫻井 聡 

委 員  杉原 亨 

委 員  外川 翔大 

 

４ 事務局等 教育総務部 部 長  古谷 久乃 

学校教育部 部 長  坂下 裕一 

教 職 員 課 課 長  筒井 宣行 

学校管理課 課 長  大道 裕 

教育指導課 課 長  鈴木 史洋 

支援教育課 課 長  原口 尚延 

教育政策課 課 長  飯田 達也 

教育政策課 主 査  志村 洸哉 

教育政策課 担当者  松本 勇人 

教育政策課 担当者  寺下 晃 

教育政策課 担当者  山口 友理香 

 

５ 傍聴者 ０人 

 

６ 議事内容 

 

〇飯田教育政策課長（事務局） 

皆さま、こんにちは。 

定刻となりましたので、第 11 回横須賀市立小中学校適正配置審議会を始めます。 

会議を開催する前に、傍聴及び会議録について確認します。 

傍聴については、本日はございません。 

次に、会議については録音し、会議録は公開します。 

委員の皆さま、よろしいでしょうか。 

 

≪ 各委員から異議なし ≫ 
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〇飯田教育政策課長（事務局） 

「横須賀市立小中学校適正配置審議会条例」第４条第２項の規定により、本審議会

の開催に当たっては、半数以上の委員の出席が必要となります。 

本日は、委員８名中６名が出席されていますので、本審議会は成立しています。 

次に会議資料について確認します。 

 

≪ 資料の読み上げ ≫ 

 

〇飯田教育政策課長（事務局） 

不足等ありますでしょうか。 

 

≪ 各委員から発言なし ≫ 

 

〇飯田教育政策課長（事務局） 

それでは、これより進行を出石委員長にお願いしまして、議事を進めていただきま

す。 

出石委員長よろしくお願いします。 

 

〇出石委員長 

それでは、次第の１、議事に入ります。 

（１）「「横須賀市立小・中学校の適正規模及び適正配置に関する基本方針の改定に

ついて」に係る答申について」です。 

事務局から説明をお願いします。 

 

〇志村教育政策課主査（事務局） 

それでは、資料のご説明をします。 

議事（１）「横須賀市立小・中学校の適正規模及び適正配置に関する基本方針の改定

について」は、資料１から３がございます。 

まず、資料１をご覧ください。 

前回の「第 10 回横須賀市立小中学校適正配置審議会における意見等について」で

す。 

基本方針改定に関わるご意見は、記載の２点がございました。 

１点目、基本方針を改定することで統合の理由付けができた、と捉えられないよ

う、パブリック・コメントにおける意見をきちんと受け入れていただきたい。 

というご意見をいただきました。 

パブリック・コメント手続きは、令和８年１月頃を見込んでおり、寄せられた意見

等については、方針改定の参考とさせていただく予定です。 

２点目、今後、統合が進むと遠距離通学の児童生徒が増えるため、遠距離通学に対

する支援については答申の付言に入れるべき。 

というご意見をいただきました。 

こちらに関しては、全市的な遠距離通学への対応と同様に、今後の教育環境整備に

伴い、遠距離通学を余儀なくされる場合においても、必要な対策を十分に講じるよう

配慮する旨を、答申案の付言として記載させていただく予定です。 

資料１「第 10 回横須賀市立小中学校適正配置審議会における意見等について」の説

明は以上です。 

続いて、資料２をご覧ください。 
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横須賀市立小・中学校の適正規模及び適正配置に関する基本方針の改定について

（答申）の案です。 

本文を読み上げします。 

令和７年７月 25日付けで諮問を受けた、基本方針の改定について、別紙のとおり答

申します。 

本答申は、「基本方針」に盛り込むべき基本的な考え方を整理したもので、答申を踏

まえ、教育委員会で十分な議論をした上で、「基本方針」の改定について検討していく

ことを強く望みます。 

なお、以下の事項について付言を申し添えます。 

令和５年 10 月 31 日付け、田浦地域及び走水・馬堀地域における市立小中学校の教

育環境整備の推進についての答申に付言をしましたが、今後、教育環境を整備するに

当たっては、地域の意見を聴取した上で、通学の安全の確保等を含む遠距離通学への

対策を講じる必要があることを改めて申し添えます。 

という文章で、答申の表紙をまとめています。 

続いて、資料３をご覧ください。 

こちらは資料２の答申の別紙として、詳細を記した資料となります。 

１ページをご覧ください。 

「答申に当たって」は、学校施設の課題、全市的な遠距離通学への対応、検討体制

という、主に３つの課題について審議会として諮問を受け、これまでの議論の結果、

本答申をとりまとめ、教育委員会に提出する、とまとめています。 

２ページをご覧ください。 

１、学校施設の課題についてです。 

（１）審議会の考えについて、学校施設の課題は、教育環境整備の一環として、学

校の規模・配置と一体的に扱い、方策等の検討を進めることが望ましい。 

「横須賀市学校施設の長寿命化計画」との整合を取りながら学校施設の課題、検討

基準、対応方策についても追記するものとする、とまとめています。 

（２）改定案についてです。 

資料上、赤字となっている箇所は、現方針に新規追加、修正する部分でございま

す。 

学校施設の課題については、課題、検討基準、対応方策として、前回までに議論い

ただいた内容を記載しています。 

まず、課題については、従前より繰り返し説明していますが、施設の老朽化、土砂

災害特別警戒区域（レッドゾーン）の指定等を追加しています。 

３ページをご覧ください。 

上段の検討基準については、学校施設の築年数が 60 年を超える場合を追加してお

り、下段の対応方策については、「①学校施設建て替えの検討」を追加しています。 

１、学校施設の課題については、以上のとおりまとめてあります。 

５ページをご覧ください。 

２、遠距離通学への対応についてです。 

（１）審議会の考えについて、全市的な遠距離通学への対応策は、これまでの実績

を踏まえ、より現状に合った支援方法を記載するものとする。 

また、本市の地理的条件などを勘案し、基準となる距離のみで一律に支援の可否を

判断することなく、柔軟に検討が行われる旨を追記するものとする、とまとめていま

す。 

（２）改定案は、「遠距離通学への対応について」として、通学距離が適正とならな

い場合や、通学距離が適正な範囲を超えてしまうことも考えられるため、全市的な遠
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距離通学への対応として、通学用定期券代の助成など、公共交通機関の利用を支援す

る方策も含めて検討します。 

また、適正な通学距離の範囲として、小学校で２キロメートル程度、徒歩 30 分程

度、中学校で３キロメートル程度、徒歩 45 分程度と定めていますが、注釈で通学距離

に加え、当該地域の地理的条件などにより教育委員会が総合的に検討した上で、適正

配置の検討や通学支援の実施について判断します、と追記しています。 

２、遠距離通学への対応については、以上のとおりまとめてあります。 

６ページをご覧ください。 

３、検討の手順についてです。 

（１）審議会の考えについて、教育環境整備の方策検討の手順は「基本方針」の実

施計画となる「横須賀市教育環境整備計画」に準じた手順へ修正するものとする、と

まとめています。 

（２）改定案については、検討・実施の手順に、①「横須賀市教育環境整備計画」

の策定として、教育委員会において、具体的な地域等の名称を明記した「横須賀市教

育環境整備計画」を策定します。 

②「横須賀市立小中学校適正配置審議会」における審議で、審議会は、「横須賀市教

育環境整備計画」に基づき、教育委員会より諮問を受け、教育環境整備に関する方策

等について審議を行います。 

③「地域別小中学校教育環境整備検討協議会」などの設置で、検討に当たっては、

必要に応じて、地域別協議会などを設置します。 

７ページをご覧ください。 

④教育委員会の決定では、「適正配置審議会」からの答申を受けて、さらに検討を行

い、通学区域の見直しや学校の統合などの方策を決定します。 

ページ下段にフロー図を記載しています。 

３、検討の手順については、以上のとおりまとめてあります。 

８ページをご覧ください。 

４、方針名称についてです。 

（１）審議会の考えでは、改定後の基本方針の名称については、主な改定事項であ

る１～３を鑑みて、より包括的な内容を含む方針名称として「横須賀市立小・中学校

の教育環境整備に関する基本方針」とすることが望ましいとしており、（２）改定案の

とおりまとめてあります。 

９ページは、用語解説です。 

資料３の説明は以上です。 

なお、参考資料１として前回の会議資料、参考資料２として諮問文、参考資料３と

して現行の基本方針を添付しています。 

議事（１）「横須賀市立小・中学校の適正規模及び適正配置に関する基本方針の改定

について」に係る資料の説明は以上です。 

ご審議の程よろしくお願いします。 

 

〇出石委員長 

ただいま事務局から説明がありました内容について、ご質問やご意見がありました

ら、挙手をお願いいたします。 

なお、ご発言の際はマイクにてお願いいたします。 
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〇櫻井委員 

資料３の３ページについてです。 

検討基準がいくつかあり、いずれかに該当すれば検討対象に入るという考え方だと

思います。 

その中で、小学校については 11 学級以下という基準があります。 

毎年子どもが減少しており、現在は 15 学級程度ある学校でも数年後には 11 学級以

下になってしまう、そういった学校が増えると思います。 

そうしたときに、多くの学校がこの検討基準に該当してしまうことを危惧していま

す。 

対応方策として、建て替え、通学区域の見直し、隣接校との統合、学校の分離新設

とありますが、学校の分離新設は人数が多い場合なので、実質３つの方策になると思

います。 

しかし、急ピッチにこれらの方策を実施していくのは難しいのではないかと思いま

す。 

もう少し選択肢を増やす、方策を柔軟にするといったことを考える必要があるので

はないかと思いますが、いかがでしょうか。 

 

〇志村教育政策課主査（事務局） 

おっしゃるとおり、これから小規模校が増えていってしまう可能性があるというこ

とは、事務局としても危惧しています。 

ただ、実際の対象地域や対象校に関しては、基本方針を基に策定している横須賀市

教育環境整備計画で定めており、その計画に基づいて事業を実施しております。 

計画に定める今後の対象地域などについては、様々なことを考慮しながら検討した

いと考えているところです。 

 

〇櫻井委員 

他市の事例ですが、印西市では 12学級から 24学級は適正規模、７学級から 11 学級

は準適正規模校として児童数の推移を注視する、６級以下は小規模校として適正規模

化を検討する、という基準になっています。 

本市でも、こういった柔軟性があった方が良いのではないかと思いました。 

 

〇古谷教育総務部長（事務局） 

参考資料３としてご用意している現行の基本方針の６ページをご覧ください。 

（２）検討実施の手順について、の中で、「基準に該当したからといってすぐに実施

されるものではありません。」とあります。 

一つの基準として、11学級以下でクラス替えができない学年が存在する規模になっ

たときには検討の対象にするということを定めていますが、その他にも周辺の学校の

状況などのさまざまな条件がありますので、そういったものを勘案しながら検討対象

校について判断したいと思っています。 

 

〇出石委員長 

他都市の例も非常に重要ですが、資料３の３ページの表については、今回は学校施

設に関する記載を追加するということで、それ以外の部分については既に策定済みの

表です。 

今回の改定の対象としている部分ではありませんので、また別の案件になります。 
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ただ、当審議会としては、そういった点についての議論もすることはできますの

で、今後それぞれの事象に対応するときの参考にはなると思います。 

そのようなご理解でよろしいですか。 

 

〇櫻井委員 

ありがとうございます。 

 

〇出石委員長 

資料２の本文最終行に「付言を申し添えます。」とありますが、これは意味が重複し

ているので「付言します。」と修正した方が良いと思います。 

もう１点、資料３の８ページ（１）で「１～３を鑑みて」とありますが、「１～３に

鑑みて」とするのが正しいので、こちらも修正した方が良いと思います。 

委員のみなさま、いかがでしょうか。 

 

≪ 各委員から異議なしの声 ≫ 

 

〇杉原委員 

資料３の４ページの最後に（略）とありますが、これはどういった意味でしょう

か。 

また、先ほどの櫻井委員のご意見も踏まえ、⑤として「その他」という項目を作っ

ても良いのではないかと思いました。 

 

〇志村教育政策課主査（事務局） 

参考資料３、改定前の基本方針の４ページをご覧ください。 

今回の改定案では①として「学校施設建て替えの検討」を追加しているため項番が

ずれていますが、改定前の④「特別認定校制度」以降も方策が続きます。 

今回の改定には関わらない部分なので、資料３では省略しているということです。 

 

〇出石委員長 

「その他」や「等」といった表現を使う際は、ある程度想定されるものがなければ

無責任になってしまいます。 

また、櫻井委員のご意見にも関連しますが、資料３は今回改定する部分を抜粋して

いる資料なので記載がないだけで、基本方針としては特別認定校制度などの方策も入

っています。 

これは、参考資料３の元の基本方針を見れば記載があります。 

 

〇杉原委員 

承知しました。 

委員長の意見に賛同します。 

もう１点、横須賀市教育環境整備計画はこれから策定するものでしょうか。 

 

〇志村教育政策課主査（事務局） 

横須賀市教育環境整備計画は、令和 11 年までの計画を後期計画として実施中です。 

現在ご審議いただいている逸見・中央地域も後期計画に含まれています。 

今後、後期計画の一部として次期対象地域を検討し、計画を改定する予定です。 
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〇出石委員長 

その他、ご意見はよろしいでしょうか。 

 

≪ 各委員から意見なし ≫ 

 

〇出石委員長 

それでは、修正点が２か所ありましたので、修正をお願いします。 

それ以外については、原案を了承ということでよろしいでしょうか。 

 

≪ 各委員から異論なし ≫ 

 

〇出石委員長 

議事（１）については以上とします。 

本日予定しておりました議事を全て終了しましたが、全般的なことでご質問やご意

見はございますか。 

 

≪ 各委員から意見なし ≫ 

 

〇出石委員長 

それでは、よろしいようですので、これで第 11回横須賀市立小中学校適正配置審議

会は終了とし、進行を事務局へお返しします。 

 

〇飯田教育政策課長（事務局） 

それでは、事務局から連絡事項についてご説明します。 

本日の会議録についてです。 

確認用の会議録が作成できましたら、委員の皆さまへお送りします。 

内容をご確認いただき、修正がある場合には、送付文に記載の期日までに、事務局

へご連絡ください。 

修正した会議録を皆さまへお送りし、ホームページ等で公開します。 

次に、次回の開催予定です。 

次回は、３月を予定していますので、別途日程調整をします。 

ただいまの内容について、ご質問がありましたら挙手をお願いします。 

 

〇飯田教育政策課長（事務局） 

それでは、出石委員長、委員の皆さま、ご審議ありがとうございました。 

以上で第 11 回横須賀市立小中学校適正配置審議会を終了します。 

 

以上 


